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毎
主
日
、
旧
約
聖
書
は
日
課
と
し
て
読
ま
れ

る
が
、
説
教
に
は
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
た
め
か
旧
約
聖
書
は
身
近
な
存
在
と

は
言
い
難
い
。
こ
れ
も
一
つ
の
理
由
と
し
て
、

８
年
前
、
定
年
退
職
と
同
時
に
立
教
大
学
の
キ

リ
ス
ト
教
学
科
３
年

に
入
学
し
た
。

　
大
学
２
年
間
の
旧

約
聖
書
の
講
義
は
大

変
興
味
深
い
も
の

だ
っ
た
が
、
一
度
も

神
様
に
出
会
う
こ
と

が
な
く
、
今
一
つ
も
の
足
り
ぬ
思
い
を
し
た
。

「
聖
書
の
信
仰
体
験
を
普
遍
的
な
人
間
の
体
験

と
し
て
了
解
す
る
試
み
は
、
必
然
的
な
帰
結
と

し
て
教
会
共
同
体
そ
の
も
の
を
不
要
と
し
て
人

間
共
同
体
に
解
消
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」（
聖
書
解
釈
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

か
ら
）
。

　
２
年
前
、
広
田
勝
一
司
祭
（
元
立
教
大
学

チ
ャ
プ
レ
ン
）
が
主
教
に
な
ら
れ
、
聖
公
会
神

学
院
で
旧
約
聖
書
を
教
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
、

聴
講
生
と
な
っ
た
。
復
習
と
思
い
１
年
生
の
旧

約
聖
書
入
門
か
ら
受
講
し
た
が
、
今
年
度
の
釈

義
・
神
学
は
上
智
大
学
の
雨
宮
慧
先
生
に
変
っ

た
。
先
生
の
授
業
は
常
に

神
の
思
い
は
、
計
画
は
何

か
、
と
問
い
か
け
ら
れ
、

毎
回
の
よ
う
に
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
ぺ
ー
パ
ー
を
書
か

さ
れ
る
、
充
実
し
た
も
の

だ
。
折
に
ふ
れ
新
約
聖
書

に
も
触
れ
ら
れ
、
旧
約
聖
書
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
緒
に
学
ぶ
若
い
３
人

の
神
学
生
の
熱
心
に
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る

姿
に
接
し
、
他
教
区
で
は
あ
る
が
こ
の
よ
う
な

若
者
が
近
い
将
来
聖
職
者
に
育
っ
て
い
く
の
か

と
、
明
る
い
希
望
を
も
っ
て
こ
の
２
年
間
学
ぶ

こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

　（
真
光
教
会
信
徒
）

旧

約

聖

書

の

学

び

古
谷
倹
次

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》
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◇
堅
信
受
領

12
月
17
日
　
主
教
座
聖
堂
で

▽
佐
藤
み
ゆ
き
▽
藤
田
正
雄
▽
大
久
保

雄
一
▽
松
岡
美
範
▽
小
野
優
華
▽
大
江

利
道
▽
木
内
あ
ゆ
み
▽
広
瀬
真
美(

聖

ア
ン
デ
レ)

　
▽
足
立
真
理
子(

目
白)

▽
ギ
ブ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ン
・
デ
ー
ビ
ッ
ト

▽
ギ
ブ
ソ
ン
・
悦
子(

聖
バ
ル
ナ
バ)

▽

村
尾
薫
美(

聖
テ
モ
テ)

　
▽
櫻
井
彩

(

聖
救
主)

　
▽
渡
辺
岳
人(

神
愛)
▽
松

阪
美
由
紀
▽
松
本
芳
彦
▽
八
巻
忠
治
▽

松
田
恵
理
子
▽
新
谷
芳
恵(

聖
ル
カ)

　

▽
小
島
博
之(

立
教
諸
聖
徒)

12
月
24
日
　
聖
三
一
教
会
で

▽
児
玉
初
枝
▽
後
藤
啓
子
▽
村
上
愛

▽
村
上
真
希
子
▽
村
上
信
夫
▽
櫻
井

麻
里
▽
松
林
麻
衣
（
聖
三
一
）

12
月
25
日
　
三
光
教
会
で

▽
伊
藤
和
彦
▽
篠
原
美
夏
▽
藤
田
亮

子
▽
宮
武
俊
江
▽
山
下
耕（
三
光
）

 今週・来 週 の予 定

1月２８日～２月１０日

２８（日）顕現後第４主日
被献日前の光の礼拝
　　　　　　　（主教座）
山手G教会協

　　　　　　　（聖マーガレット）
城南G教会協（聖マリア）

２月
　１（木）下町G牧師協　（聖ルカ）
　２（金）被献日礼拝

　　　　（目白・主教座）
　４（日）顕現後第５主日
　６（火）エルサレム教区協働委

:聖地訪問団準備会
企画室・財政委合同会

　９（金）信仰と生活委員会一泊
研修（～10日・神田）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

12
月
14
日
　
浜
田
つ
る
よ（
105
）

　
　
神
田
キ
リ
ス
ト

12
月
22
日
　
冨
田
キ
ク
イ
（
98
）

聖
マ
リ
ア

12
月
23
日
　
金
子
　
賤
家
（
91
）

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

12
月
30
日
　
鈴
木
　
笛
子
（
75
）

神
田
キ
リ
ス
ト

１
月
１
日 

 

古
田
　
雪
枝
（
93
）

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

１
月
３
日
　
副
島
　
貞
子
（
100
）

聖
ヨ
ハ
ネ

１
月
11
日
　
高
橋
　
誠
哉
（
78
）池

袋

１
月
12
日
　
山
田
　
昌
司
（
66
）三

光

１
月
17
日
　
田
島
　
宣
亞
（
64
）
　

聖
マ
ル
コ

　

【訂正】　前号第４面「渋谷給食活

動」記事中、活動開始年が脱落して

いました。「04年12月」とお詫びし

て訂正します。〔ＨＰ等には訂正し

て掲載・配信済〕

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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▽
１
月
正
義
と
平
和
協
議
会

（
13
日
・
目
白
聖
公
会
）
で
新
運
営

委
員
が
選
出
さ
れ
、
２
期
４
年
を

勤
め
任
期
満
了
と
な
っ
た
議
長
香

山
洋
人
司
祭
の
後
任
に
、
李
民
洙

司
祭
が
着
任
し
た
。
他
の
運
営
委

員
は
継
続
。

　
▽
聖
パ
ウ
ロ
教
会
主
催
の
２
回
シ

リ
ー
ズ
「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
・
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
同
教
会
で
行
な
わ
れ

る
。
①
２
月
２
日
（
金
）
、
演
奏
＝
ベ

ル
ナ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ン
セ
ミ
ウ
ス
、
②

３
月
16
日
（
金
）
、
演
奏
＝
ジ
ャ
ン
・

ク
ロ
ー
ド
・
ツ
ェ
ン
ダ
ー
。
時
間
は

い
ず
れ
も
19
時
開
演
、
全
自
由
席
。

２
回
共
通
券
５
千
円
、
１
回
券
３
千

円
（
高
校
生
以
下
千
５
百
円
）
。
照
会

＆
予
約
電
話
＝
03
（
３
７
１
０
）
６

０
３
１
。

　
▽
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
の

恒
例
「
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
夕

の
祈
り
」
が
２
月
７
日
（
水
）
18

時
半
、
19
時
か
ら
行
わ
れ
る
。
演

奏
者
は
武
田
ゆ
り
。
入
場
無
料
（
会

場
献
金
）。

　
▽
千
葉
・
佐
倉
市
立
美
術
館
で
開

催
中
の
「
守
谷
延
雄
展
」
で
、
渋
谷

聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
で
使
用
し
て
い
る

同
氏
デ
ザ
イ
ン
長
椅
子
２
脚
が
出
品

展
示
さ
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
を
駆

け
抜
け
た
家
具
・
室
内
装
飾
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
没
後
80
年
記
念
展
。
３
月
25

日
ま
で
。
会
場
電
話
＝
０
４
３
（
４

８
５
）
７
８
５
１
。

　
▽
07
年
度
教
役
者
会
幹
事
会
で
新

幹
事
長
に
ケ
ビ
ン
・
シ
ー
バ
ー
執
事

が
互
選
さ
れ
た
。
他
の
幹
事
は
、
石

坂
み
ゑ
子
司
祭
、
佐
久
間
恵
子
執

事
、
須
賀
義
和
執
事
、
下
条
知
加
子

聖
職
候
補
生
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会

　
秋
の
終
り
の
頃
、
突
然
、
地
域
の

女
の
子
が
日
曜
学
校
に
、
初
め
は
二

人
、
そ
し
て
そ
の
後
は
四
人
で
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
田
美
奈
子

の
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
ー
ス
の
歌
を

教
会
で
歌
わ
せ
て
下
さ
い
…
と
。
や

が
て
主
日
の
礼
拝
後
、
オ
ー
ガ
ニ
ス

ト
の
伴
奏
で
一
人
で
祭
壇
の
前
で
綺

麗
な
声
で
歌
い
、
聞
く
者
は
胸
が
熱

く
な
っ
て
皆
で
大
拍
手
を
送
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
何
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

聖
劇
で
は
、
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
、
羊

飼
い
の
役
を
見
事
に
演
じ
て
、
大
き

な
感
動
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
幼
な

子
主
イ
エ
ス
様
の
愛
が
子
ど
も
た
ち

の
心
に
行
き
わ
た
り
ま
す
よ
う
に
祈

り
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。    

　（
麓
　
節
子
）

- 7 -

２００７年１月２８日（第１０２１号）

か
に
ソ
ウ
ル
教
区
を
訪
問
し
学
び
と

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
オ
ウ
ル
リ
ム
の

旅
」
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
教
区
と

ソ
ウ
ル
教
区
と
は
長
年
の
協
働
関
係

が
あ
り
な
が
ら
か
つ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
制
廃
止
以
降
、
教
区
と
し
て
の

公
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
ソ
ウ
ル
教
区

の
協
力
を
得
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
外

国
人
労
働
者
に
対
す
る
活
動
の
現
場

を
訪
問
し
た
り
、
社
会
宣
教
に
関
す

る
ソ
ウ
ル
教
区
の
姿
勢
を
う
か
が
っ

た
ほ
か
、
一
緒
に
料
理
を
作
る
な
ど

多
様
な
学
び
と
交
わ
り
の
ひ
と
時
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
々
は
帰

国
後
、
さ
ら
に
「
オ
ウ
ル
リ
ム
の

会
」
と
し
て
活
動
を
継
続
し
、
そ
の

成
果
を
深
め
よ
う
と
計
画
を
始
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
五
本
木
九
条
の
会
」
が
新

た
に
団
体
会
員
と
し
て
加
わ
っ
た
こ

と
か
ら
、
憲
法
問
題
に
関
す
る
取
り

組
み
が
一
層
具
体
化
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
正
平
協
本
来
の
姿
で
あ
る
団
体
会

員
や
個
人
会
員
の
協
議
体
と
し
て
の

性
格
は
、
ま
だ
十
分
発
揮
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
教

育
基
本
法
改
訂
に
続
い
て
平
和
憲
法

を
作
り
直
し
て
国
軍
を
創
設
す
る
動

き
が
急
速
化
し
、
核
の
脅
威
が
再
び

現
実
味
を
帯
び
て
く
る
か
と
思
え
ば

再
び
外
国
人
管
理
が
強
化
さ
れ
て
い

る
昨
今
で
す
が
、
身
の
回
り
の
小
さ

な
課
題
か
ら
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
の
課
題
ま
で
、
私
た
ち
の
福
音
信

仰
と
無
関
係
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
団
体
会
員
の
働
き

が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
り
、
そ
の
成

果
が
教
区
内
に
広
く
分
か
ち
合
わ

れ
、
互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
そ
し
て
一
人
で
も
多
く

の
方
が
個
人
会
員
と
し
て
加
わ
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
選
出
さ
れ
た
李
民
洙
議
長
を

中
心
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
正
義
と
平

和
の
実
現
の
た
め
に
働
く
多
く
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
さ
ら
に
展
開
で
き
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
前
議
長
　
司
祭
　
香
山
洋
人

　
▽
礼
拝
音
楽
委
員
会
主
催
で
「
オ

ル
タ
ー
ギ
ル
ド
宿
泊
研
修
会
＝
心
で

ふ
れ
手
で
聴
く
～
静
ま
り
の
う
ち

に
」
が
３
月
２
日
（
金
）
19
時
～
３

日
（
土
）
16
時
30
分
、
ナ
ザ
レ
修
道

院
で
。教
会
宛
に
案
内
書
配
付
。申
込

み
締
め
は
２
月
18
日
。
照
会
先
電
話

03
（
３
４
９
２
）
２
９
８
２
。
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教
区
を
越
え
た
働
き
を

  

司
祭 

シ
モ
ン
・
ペ
テ
ロ 

上
田
憲
明

　
米
国
聖
公
会
の
聖
職
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
東
京
教
区
は
じ
め
日
本

聖
公
会
の
多
く
の
皆
様
が
共
に
喜

び
、
祝
福
し
て
下
さ
っ
た
事
を
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
按
手
式
の
説
教

で
、
植
田
主
教
は
、「
ハ
ワ
イ
教
区
で

も
な
く
、ソ
ウ
ル
教
区
で
も
な
く
、東

京
教
区
で
も
な
く
、
し
か
も
教
会
の

外
に
い
る
人
々
と
も
繋
が
る
司
祭
に

な
る
よ
う
に
」と
い
う
主
旨
の
話
。思

え
ば
、
82
年
に
大
阪
教
区
か
ら
神
学

院
に
入
学
し
た
時
に
、
木
川
田
主
教

に
「
世
界
で
働
く
聖
職
を
目
指
す
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

　
後
に
妻
と
な
る
亜
樹
子
と
の
出
会

い
で
、
私
は
大
阪
教
区
に
留
ま
ら

ず
、聖
公
会
神
学
院
卒
業
後
、横
浜
教

区
へ
。
87
年
７
月
に
執
事
按
手
。
妻

の
留
学
に
伴
い
91
年
に
ボ
ス
ト
ン

に
、
94
年
か
ら
は
ハ
ワ
イ
に
移
り
住

み
、
96
年
に
ハ
ワ
イ
教
区
に
移
籍
。

そ
の
後
、
臨
床
牧
会
教
育
を
受
け
る

中
で
、イ
ン
タ
ー
ン
チ
ャ
プ
レ
ン
、レ

ジ
デ
ン
ト
チ
ャ
プ
レ
ン
の
経
験
を
経

て
、
01
年
に
は
ク
ア
キ
ニ
病
院
チ
ャ

プ
レ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
03
年
に
、

妻
の
立
教
赴
任
に
伴
い
埼
玉
県
に
移

り
、ハ
ワ
イ
教
区
籍
の
ま
ま
、故
井
原

泰
男
司
祭
を
補
佐
し
、
聖
路
加
勤

務
。
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
働
く
中

で
、
聖
ル
カ
礼
拝
堂
及
び
大
畑
司
祭

は
じ
め
様
々
な
多
く
の
方
々
の
支
え

と
祈
り
、
励
ま
し
が
あ
っ
て
司
祭
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
分
の
無
力
さ
を
感
じ
る
事
が
多

い
の
で
す
が
「
た
だ
祈
る
し
か
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　（
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
勤
務
）

　
▽
…
１
月
20
日
（
土
）、
主
教
座
聖
堂
で
行
な
わ
れ
た
聖
職
按
手
式
で
４
人
の

新
司
祭
が
誕
生
し
た
。
当
日
の
司
式
・
説
教
に
は
植
田
仁
太
郎
教
区
主
教
が
当

り
、
教
区
内
外
か
ら
の
聖
職
・
信
徒
多
数
の
ほ
か
、
叙
任
者
家
族
、
ま
た
東
京

教
区
聖
歌
隊
、
聖
ル
カ
礼
拝
堂
・
聖
パ
ウ
ロ
教
会
各
聖
歌
隊
も
奉
唱
に
加
わ
っ

て
、
４
百
人
近
い
人
た
ち
が
会
し
て
臨
証
、
叙
任
者
を
祝
福
し
た
。
以
下
に
、

司
祭
職
に
叙
任
さ
れ
た
４
師
の
喜
び
と
新
た
な
決
意
の
一
端
と
な
る
「
ひ
と
こ

と
」
を
お
届
け
す
る
（
按
手
順
）。

思 

い  

新  

た  

に  

叙  

任  

４  

司  

祭
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
29

教
区
宣
教
２
委
員
会

06
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　

　
　
03
年
の
機
構
改
革
に
よ
り
宣
教

　
委
員
会
か
ら
移
行
し
て
誕
生
し
た

　
　「
信
仰
と
生
活
委
員
会
」「
正
義
と

　
平
和
協
議
会
」は
、丸
４
年
の
活
動

　
を
終
え
た
。こ
こ
で
は
、昨
06
年
度

　
の
働
き
を
振
り
返
り
今
後
へ
の
期

　
待
を
込
め
て
、各
委
員
長
個
人
の

　
思
い
を
綴
っ
て
い
た
だ
い
た
。

《
信
仰
と
生
活
委
員
会
》

　
大
所
帯
の
委
員
会
で
す
。
各
教
会

グ
ル
ー
プ
協
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

６
人
と
プ
ラ
ス
６
人
、
陪
席
者
３
人

の
計
15
人
の
構
成
で
す
。
ほ
ぼ
月
１

回
の
会
合
で
す
が
、
各
議
案
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
意
見
を
述
べ

ま
す
の
で
、
終
了
予
定
時
間
を
超
過

し
て
し
ま
う
こ
と
が
度
々
あ
り
ま

す
。
本
委
員
会
の
職
務
は
、
信
仰
は

信
仰
、
生
活
は
生
活
と
し
て
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
信
仰
が
一
人
一
人

の
生
活
に
生
き
た
事
柄
と
し
て
実
現

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
と
、
理
解
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
ま
ず
第
一
の
目
的
で
あ
る
「
宣

教
・
奉
仕
・
交
わ
り
と
い
う
使
命
を

実
行
す
る
た
め
の
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
、
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
を

踏
ま
え
て
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

07
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
３
講
座
の
ほ

か
に
１
講
座
新
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
講
座
、
正
義
と
平
和
協
議
会
と

共
催
し
た
憲
法
を
学
ぶ
講
座
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
各
教
会
グ
ル
ー
プ
協
議
会
、
Ｓ
Ｓ

ス
タ
ッ
フ
連
絡
会
、
一
粒
の
麦
の
会

（
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
、
そ
の
他

の
自
主
活
動
を
、
ま
た
青
年
活
動

を
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

正
義
と
平
和
協
議
会
の
「
オ
ウ
ル
リ

ム
の
旅
」
と
は
少
し
違
っ
た
「
信
仰

と
生
活
」
の
視
点
で
の
学
び
の
旅
も

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
委
員
会
の
活
動
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
中
心
で
あ
っ
て
重
要
な
信
仰
と
生

活
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
各
委
員
一

人
一
人
が
確
認
す
る
た
め
の
宿
泊
研

修
会
を
行
な
う
こ
と
も
企
画
し
て
い

ま
す
。
本
委
員
会
の
働
き
に
参
加
く

だ
さ
り
、
ま
た
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
委
員
長
　
司
祭
　
井
口
　
諭

《
正
義
と
平
和
協
議
会
》

　
06
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
ほ
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神
様
の
恵
み
を
い
た
だ
い
て

　
　
　
司
祭 

ハ
ン
ナ 

石
坂
み
ゑ
子

　
司
祭
按
手
に
与
る
恵
み
を
賜
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
私
自
身
の
業
の
結
実
で
は

な
く
、
神
さ
ま
の
恵
み
で
あ
る
こ
と

を
慎
ん
で
受
け
留
め
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
様
々
な
奉
仕
の
中
で
も
、
聖
餐
式

の
司
式
の
働
き
は
、
司
祭
職
に
あ
る

者
の
真
の
喜
び
で
す
。
そ
れ
を
こ
れ

か
ら
丁
寧
に
経
験
し
て
い
く
こ
と
を

通
し
て
、
深
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に

と
、
願
い
祈
り
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
道
は
お
よ
そ
真
っ
直

ぐ
と
は
言
い
難
く
、
遠
く
て
曲
が
り

く
ね
っ
た
も
の
。
け
れ
ど
一
方
で

は
、
必
要
な
ふ
さ
わ
し
い
行
程
で

あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら

に
せ
よ
、
皆
様
の
、
そ
れ
も
沢
山
の

皆
様
の
お
支
え
と
お
助
け
な
し
に
は

と
て
も
歩
い
て
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
若
い
日
、
入
信
へ
と
招
い
て

く
だ
さ
っ
た
司
祭
な
ら
び
に
教
父

母
、
多
く
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ

た
神
学
院
の
同
窓
生
、
現
場
で
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
、
教
会
の

皆
様
の
優
し
い
心
配
り
、
家
族
か
ら

の
叱
咤
、
更
に
、
記
述
し
き
れ
な
い

諸
先
輩
か
ら
の
暖
か
で
密
や
か
な
ご

助
力
を
も
含
め
て
、
こ
こ
に
深
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
神
は
清
い
方
、
聖
な
る
方
で
あ
る

こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
教
会
の
皆
様
と
分
か
ち
合

い
つ
つ
確
認
し
つ
つ
、
神
さ
ま
と

人
々
の
た
め
の
生
涯
を
歩
ん
で
い
く

こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
。
ど
う
ぞ

こ
れ
か
ら
も
お
支
え
く
だ
さ
い
。

　 

　（
渋
谷
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
副
牧
師
）

私
の
信
仰
の
旅
路
と
感
謝

り

み
ん

す

　
　
　
司
祭
　
ビ
ー
ド
　
李
　
民
洙

　
私
は
、
幼
児
洗
礼
は
監
理
教
会
、

中
学･

高
校
時
代
は
福
音
的
な
長
老

教
会
、
大
学
生
時
代
は
社
会
問
題
に

関
心
を
持
つ
進
歩
的
な
別
の
長
老
教

会
、
日
本
で
は
在
日
大
韓
基
督
教

会
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ク
ェ
イ
カ
ー
と

改
革
連
合
教
会
を
経
験
し
た
。
し
か

し
、
最
終
的
に
は
聖
公
会
に
落
ち
着

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
私

の
信
仰
の
遍
歴
は
福
音
主
義
か
ら
急

進
主
義
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
私
が

こ
の
自
分
の
信
仰
の
旅
路
か
ら
学
ん

だ
の
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
神
学
で

あ
る
。
　

　
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た
私
は
韓

国
で
最
も
小
さ
い
教
会
の
一
つ
で
世

界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
大
韓

聖
公
会
を
選
択
し
た
。そ
れ
は
、こ
の

- 5 -
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小
さ
い
教
会
が
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な

教
会
と
し
て
映
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
大
韓
聖
公
会
の
神
学
大
学
院
で
１

年
教
育
を
受
け
、
日
本
に
送
ら
れ
て

か
ら
最
早
４
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
４

年
の
間
、
私
の
教
籍
は
ソ
ウ
ル
教
区

か
ら
東
京
教
区
に
移
さ
れ
、
今
度
は

執
事
か
ら
司
祭
に
按
手
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
す
べ
て
私
の
信
仰
の
旅
路
は
、

神
様
の
導
き
と
、
植
田
主
教
を
は
じ

め
東
京
教
区
の
関
係
者
、
聖
パ
ウ
ロ

教
会
の
信
徒
お
よ
び
小
笠
原
先
生
、

そ
し
て
ソ
ウ
ル
教
区
の
皆
様
の
祈
り

と
励
ま
し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
主

に
感
謝
。

　
　
　
　
　（
聖
パ
ウ
ロ
教
会
副
牧
師
）

按
手
の
恵
み
を
受
け
て

    

司
祭
　
グ
レ
ー
ス
　
神
崎
和
子

　
１
月
20
日
、
司
祭
按
手
を
受
け

ま
し
た
。
ま
だ
幻
を
見
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
方
々
の
祈

り
と
お
支
え
に
よ
っ
て
、
一
歩
ま
た

一
歩
と
歩
ん
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
時
に
は
、
崩
れ
そ
う
に
な
っ
た

り
、
自
分
の
い
た
ら
な
さ
に
、
心
痛

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
主

が
こ
の
土
の
器
で
あ
る
私
を
用
い
て

く
だ
さ
る
。
そ
し
て
必
要
な
こ
と

は
、
必
ず
備
え
て
く
だ
さ
る
。
そ
の

こ
と
を
信
じ
て
、
未
知
の
世
界
へ
ま

た
一
歩
踏
み
出
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
、
私
は
教

会
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
神
様

か
ら
頂
い
た
賜
物
を
生
か
し
合
え
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
賜
物
を
お
互
い
が
大
事
に
し
あ

え
る
関
係
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

求
め
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ

が
教
会
を
豊
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
だ

と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
賜
物
が

異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
、
異
な
る

こ
と
を
、
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

受
け
入
れ
、
認
め
合
い
、
そ
し
て
共

に
歩
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
こ
れ

か
ら
の
教
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ら

の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
私
た
ち
は
神
の
民
で
あ
り
、

こ
の
世
を
旅
す
る
旅
人
で
も
あ
り
ま

す
。
安
定
の
中
に
安
住
す
る
こ
と
な

く
、
神
の
語
り
か
け
に
耳
を
澄
ま

し
、
そ
の
呼
び
か
け
に
、
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
心
を
備
え
て
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　 

 

　（
池
袋
聖
公
会
副
牧
師
）

　
　
　


